
命
の
防
波
堤

海
に
囲
ま
れ
た
能
登
半
島
。
そ
の
自
然
は
「
能
登

の
里
山
里
海
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
ほ
ど
の
豊
か
さ
を
持
つ
。

　

波
穏
や
か
な
富
山
湾
に
面
す
る
能
登
町
の
海
岸
線
は
、
約

48
㎞
に
及
ぶ
。
私
た
ち
は
、
海
と
向
き
合
い
、
海
の
恵
み
に

感
謝
し
て
生
き
て
き
た
。
し
か
し
、
自
然
は
時
と
し
て
猛
威

を
振
る
う
。
地
震
、
津
波
、
台
風
、
豪
雨
、
土
砂
崩
れ
―
。

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
る
。

　

3
月
11
日
以
降
、
日
本
は
変
わ
っ
た
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

「
能
登
に
津
波
は
来
な
い
」
―
は
も
う
通
じ
な
い
の
だ
。「
想

定
外
」
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
は
「
備
え
る
」

こ
と
し
か
な
い
。
私
た
ち
は
今
こ
そ
、「
防
災
」
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防
災
特
集

23 写真 / 波穏やかな九十九湾から北アルプスを望む
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能
登
は
安
全
か

災
害
は
必
ず
繰
り
返
す
。
発
生
確
率
０
・
１
％
で
も
能
登
半
島
地

震
（
２
０
０
７
年
3
月
25
日
）
は
起
き
た
。
過
去
に
は
大
き
な

津
波
被
害
も
あ
っ
た
。
能
登
に
も
津
波
は
来
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
津
波
へ
の
備
え
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

能
登
を
襲
っ
た
津
波

　

過
去
、
能
登
半
島
は
何
度
も
津
波

の
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

　

１
８
３
３
年
12
月
７
日
、
山
形
県

鼠ね
ず
が
せ
き

ヶ
関
西
方
沖
で
発
生
し
た
地
震

で
、
能
登
半
島
に
8
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
襲
来
し
た
。
能
登
の
被
害
は
死

者
１
０
０
人
、
４
０
０
棟
の
家
屋
が

大
破
流
出
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
。

　

１
９
６
４
年
の
新
潟
地
震
で
は
、

穴
水
町
に
２
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
十

数
回
押
し
寄
せ
１
３
５
戸
が
浸
水
被

害
。
引
き
潮
時
に
は
、
２
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
の
川
底
が
現
れ
た
と
い
う
。

　

秋
田
沖
を
震
源
と
す
る
日
本
海
中

部
地
震
（
１
９
８
３
年
）
で
は
、
舳

倉
島
を
３
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
襲
っ

た
。
輪
島
港
で
は
漁
船
が
転
覆
し
３

人
が
重
軽
傷
。
ほ
か
の
漁
港
で
も
漁

船
が
次
々
と
転
覆
し
、
石
川
県
内
の

漁
船
被
害
は
61
隻
に
の
ぼ
っ
た
。

　

10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
が
北

海
道
奥
尻
島
に
壊
滅
的
被
害
を
与
え

た
北
海
道
南
西
沖
地
震
（
１
９
９
３

年
）
で
は
、
地
震
発
生
約
70
分
後
に

津
波
が
能
登
に
到
達
。
外
浦
で
は
最

高
３
・
５
メ
ー
ト
ル
を
観
測
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
能
登
半
島
か
ら
遠
い
場

所
で
起
こ
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
※
１

（
Ｍ
）
７
ク
ラ
ス
の
地
震
。
能
登
近

海
に
は
地
震
の
原
因
と
な
る
活
断
層

※
２
が
多
く
、
も
し
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
津
波
の
高
さ

は
数
倍
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日本海側で起きた主な地震津波  　   　（■は石川県の被害記録があるもの）
年 震源 規模 津波 被害などの記録
701年 福井県若狭湾 M7.0 4 ～ 6m 京都府舞鶴市あたりが没する
850年 山形沖 M7.0 海水が国府から 4㎞に迫る
887年 新潟県南部沖 M6.5 津波が沿岸を襲い溺死者数千人
1614年 新潟県南部沖 M7.7 4 ～ 6m 震域広く津波を伴い死者多数

1741年 北海道渡
おしま

島西方沖 M6.9 10m以上 渡島大島津波。佐渡に被害あり

1762年 新潟沖 M6.6 佐渡で 26棟流失

1792年 北海道積
しゃこたん

丹沖 M6.9 4 ～ 6m 出漁中の船などで溺死者

1793年 津軽半島西方 M6.9 2 ～ 3m 船の被害多くあり
1799年 金沢近海 M6.4 2 ～ 3m 金石に津波、100 棟流出、溺死多し

1804年 秋田県象
きさかた

潟 M7.1 2 ～ 3m 津波の記事あり

1833年 山形県鼠
ねずがせき

ヶ関西方沖 M7.7 4 ～ 8m 庄内沖地震。山形・新潟で被害大。能
登でも 400 棟大破流出、死者 100 人

1872年 島根県浜田 M7.1 2 ～ 3m 海水が引いたが被害なし
1892年 羽咋沖 M5.8 1m以下 潮位の異常あり
1927年 丹後 M7.5 北丹後地震。小津波の記録あり

1939年 秋田県男
お が

鹿半島 M7.0 1m以下 小津波の記録あり

1940年 北海道積丹半島沖 M7.0 4 ～ 6m 津波が日本海沿岸各地で起こる

1947年 北海道留
るもい

萌西方沖 M7.0 2 ～ 3m 津波あるが領域は狭い

1964年 秋田県男鹿半島沖 M6.9 1m以下 津波記録は北海道江差－直江津まで

1964年 新潟沖 M7.5 4 ～ 6m 新潟地震。日本海沿岸各地で津波発生。
穴水で浸水被害発生

1964年 秋田沖 M6.3 1m以下 小津波。被害なし

1983年 秋田沖 M7.7 10m以上 日本海中部地震。沿岸各地で津波発生。
能登で漁船転覆などの被害

1993年 北海道奥尻島沖 M7.8 10m以上
北海道南西沖地震。大津波と火災で死
者・行方不明者 230 人。輪島などで
津波発生

参考：北國新聞社「図解北陸の地震・津波・原発」（2011 年）

地震の発生を止めることはできない
し、予知も不可能。しかし、人の

住まい方、心構え、知恵で被害を小さく
する「減災」は十分に可能です。
　そのためには、津波について知ること
や、いざ起きたときに何をすれば良いの
か心掛けておくことが重要です。
　東北地方太平洋沖地震は、地震の規模
が非常に大きい「プレート境界地震」と
呼ばれる地震でした。日本海側で発生す
る地震は「活断層地震」と呼ばれる地震
で、プレート境界型と比べると規模は小
さいですが、それでも津波は起こります。
　北海道沖や東北沖で大きな地震と津波

が発生した場合は、津波が来るまで時間
的余裕があります。情報を確認して、慌
てず協力して避難することができます。
　問題は能登半島の近くで起きる、そこ
そこ大きな地震。この場合、能登には
10 分から 20 分で津波が来るため、警報
が出てから避難したのでは逃げ遅れる可
能性もあります。
　大きく揺れたとき、どこが震源か判断
することはできません。津波被害は生き
るか死ぬかです。「揺れたら逃げる」し
かない。日ごろから、どこを通って逃げ
るか、どうやって逃げるかを考え、津波
に備えておく必要があります。

能登には 10分から 20分という短時間で津波が来る可能性もある。
津波被害は生きるか死ぬか。「揺れたら逃げる」を習慣にして、津波に備えてほしい。

金沢大学人間社会学域地域
創造学類

青木賢
た つ と

人准教授

4

1983 年 5 月 26 日、日本海中部地震で
発生した津波が輪島に押し寄せ、漁船
を転覆させた。（北國新聞社提供）

※ 1マグニチュード…地震の規模を表す数値。数値が大きいほど放出したエネルギーが大きく、１増えると
エネルギーは 32 倍、2増えると約 1000 倍となる。東北地方太平洋沖地震は日本の観測史上最大のM9.0。

※２活断層…岩盤が割れて動くことでできる断層のうち、過去 200 万年の間に動いたとみな
され将来も活動することが推定される断層を特に活断層という。地震の発生に大きく関わる。
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津
波
を
知
る

平
成
7
年
度
か
ら
石
川
県
が
想
定
し
て
き
た
「
能
登
半
島
東
方

沖
地
震
」
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
。
能
登
の
近
く
で
起
き
る

大
き
な
地
震
で
、
津
波
の
発
生
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
津
波
に

備
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
津
波
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
だ
。

津
波
の
特
徴
は

　

海
底
で
地
震
が
起
き
る
と
地
面
が

持
ち
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す

る
。
こ
の
地
形
の
変
化
が
海
水
に
伝

わ
り
、
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
四
方

に
広
が
る
波
が
津
波
。

　

強
風
に
よ
っ
て
で
き
る
高
波
と
は

性
質
が
全
く
違
う
。（
左
図
参
照
）

猛
ス
ピ
ー
ド
で
襲
う

　

津
波
は
海
が
深
い
ほ
ど
速
く
伝
わ

る
性
質
を
持
つ
。
水
深
５
千
メ
ー

ト
ル
で
時
速
８
０
０
㌔
（
ジ
ェ
ッ

ト
機
並
）、
５
百
メ
ー
ト
ル
で
時
速

２
５
０
㌔
（
新
幹
線
並
）、
海
岸
付

近
で
は
時
速
36
㌔
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

短
距
離
選
手
並
）。
津
波
が
見
え
て

か
ら
避
難
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
。

　

浅
く
な
る
に
つ
れ
て
後
ろ
の
波
が

前
の
波
に
追
い
つ
く
た
め
、
海
岸
付

佐
渡
と
能
登
の
間

　

石
川
県
が
想
定
す
る
「
能
登
半
島

東
方
沖
地
震
」
は
、
佐
渡
島
と
能
登

半
島
の
間
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
地
震
。
右
図
の

よ
う
に
、
北
海
道
沖
か
ら
東
北
沖
で

は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
が
何
度

も
発
生
し
て
き
た
。
佐
渡
と
能
登
の

間
に
は
、
過
去
に
地
震
を
起
こ
し
た

活
断
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

能
登
半
島
東
方
沖
で
想
定
さ
れ
る

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
県
の
「
津

波
浸
水
想
定
区
域
図
」
に
よ
る
と
、

最
も
速
く
津
波
が
到
達
す
る
の
は
小

近
で
は
波
が
高
く
な
る
。

繰
り
返
し
襲
来
す
る

　

津
波
は
何
度
も
繰
り
返
し
襲
来
す

る
。
第
1
波
よ
り
も
そ
の
後
の
波
が

高
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

潮
が
引
く
と
は
限
ら
な
い

　

最
初
か
ら
押
し
波
で
来
る
場
合
も

あ
る
。「
津
波
の
前
に
必
ず
潮
が
引

く
」
と
い
う
の
は
間
違
い
。

津
波
警
報
は
3
分
後

　

気
象
庁
は
、
地
震
発
生
か
ら
約
3

分
後
に
津
波
警
報
・
注
意
報
を
発
表

す
る
。
津
波
の
予
想
が
50
セ
ン
チ
程

度
で
津
波
注
意
報
、
1
メ
ー
ト
ル
以

上
で
津
波
警
報
、
3
メ
ー
ト
ル
以
上

で
大
津
波
警
報
と
な
る
。

　

解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
海
岸
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

木
港
で
９
分
。
小
木
沖
は
水
深
が
深

い
た
め
に
、
津
波
は
速
く
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

想
定
外
も
あ
り
う
る

　

小
木
港
へ
の
第
１
波
は
推
定
高
さ

３
・
８
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
津
波
の
高

さ
や
到
達
時
間
は
地
震
の
規
模
や
震

源
で
大
き
く
変
わ
る
。
第
１
波
が
一

番
高
い
と
も
限
ら
な
い
。
想
定
以
上

の
津
波
が
来
る
こ
と
も
あ
り
う
る
た

め
、
浸
水
想
定
区
域
外
で
も
決
し
て

安
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
は
、

１
９
９
３
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震

と
同
規
模
の
大
地
震
。
至
近
距
離
で

発
生
す
る
大
津
波
な
ど
、
能
登
半
島

東
方
沖
地
震
と
の
共
通
点
が
多
い
。

奥
尻
島
の
教
訓

　

北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
、
地
震

発
生
後
４
～
５
分
で
奥
尻
島
に
数

メ
ー
ト
ル
か
ら
10
数
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
押
し
寄
せ
た
。
死
者
・
行
方
不

明
者
２
３
０
人
。
こ
の
う
ち
、
津
波

の
犠
牲
者
は
１
９
８
人
を
数
え
る
。

　

助
か
っ
た
人
は
、
地
震
直
後
に
着

の
身
着
の
ま
ま
高
台
へ
避
難
し
た

人
。
車
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
人
の
多

く
が
、車
ご
と
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
。

　

津
波
避
難
は
、
徒
歩
で
高
台
へ
向

か
う
こ
と
が
原
則
。
自
宅
か
ら
避
難

所
ま
で
の
距
離
や
時
間
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　平成 7 年の阪神淡路大震災後、石川
県は「地震被害想定調査」を実施し、県
内の活断層で今後起こりうる地震の被害
を推定しました。
　津波に関しては、当時の専門家に検証
してもらった結果、佐渡と能登の間の能
登半島東方沖で地震が起こると大きな津
波被害が出るという想定を行い「津波浸
水想定区域図」を作成しました。
　現在、東日本大震災を踏まえた見直し
を行っています。新しい区域図は、縮尺
が大きくなり、地形や構造物の影響、時
間の経過なども盛り込んだものになりま
す。本年度中に完成予定で、この区域図

をベースに各市町がハザードマップを作
ることになります。マップが各家庭に配
布された時には、地域で避難路の安全を
確認したり、避難訓練をしてもらうきっ
かけにしてほしいと思います。
　ただ、浸水想定はあくまで想定のシ
ミュレーションですので、想定外もあり
うるということを忘れないでください。
　県は、能登半島地震の教訓から、自主
防災組織の「組織づくり」と防災士※
の「人づくり」による「地域防災力」の
強化を図っています。防災に近道はあり
ません。今後も市町と連携・協力しなが
ら、しっかりと取り組んでいきます。

※参考資料：地震調査研究推進本部「日本海東縁部の地震活動の長期評価」（2003 年）

日本海で発生した地震（M7.5以上）と
今後推定される震源域

北海道南西沖地震
M7.8（1993 年）

日本海中部地震
M7.7（1983）

佐渡島北方沖

石川県が想定する
能登半島東方沖地震の
震源域

庄内沖地震
M7.7（1833）

秋田県沖

新潟地震
M7.5（1964）

は過去の震源モデルがない
想定震源域

高波と津波の違い
高波

津波

強風

平常時の海面

平常時の海面

津波は海底から海面までの全ての水が
巨大なかたまりになって沿岸に押し寄
せる。そのエネルギーはすさまじく、
50 センチの津波であっても人が押し倒
され、命の危険がある。

小
木
港
に
は
わ
ず
か
9
分
で
津
波
が
到
達

宇
出
津
港
15
分
、
松
波
へ
は
18
分
と
予
測

石川県が作成した津波浸水想定区域図の
一部。想定される地震が発生した場合、
宇出津港には 15 分で 3.5m の津波が到達
と予測される。図は石川県のホームペー
ジからダウンロードできる。

東日本大震災を受けて「津波浸水想定区域図」を見直している。防災に近道はない。
自主防災組織と防災士を育成し、「地域防災力」を強化していきたい。

石川県危機管理監室
危機対策課

宮下謙二課参事

※防災士…減災と防災力向上のための活動が期待され、そのために十分な意識・知識・
　　　　　技能を有する人として、NPO法人日本防災士機構が認証する。


